
宮城県立聴覚支援学校の取組紹介④          宮城県教育庁特別支援教育課 

１ 活動名 

FaceTimeを使った交流学習～修学旅行の計画・報告会～ 

２ 対 象 

小学部５，６年生 

３ 内容と取組の様子 
・美里町にある聴覚支援学校小牛田校の生徒との交流。 

・内容は，修学旅行に向けての事前学習及び事後学習。 

・修学旅行に向けて仙台校と小牛田校をつないでの事前学習（３時間）。 

・修学旅行実施１週間後の事後学習（活動報告会１時間）。 

仙台校の教室配置                小牛田校の教室配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 使用したツール（システム・アプリ・ソフト・教材等） 
・iPad（仙台校２台 小牛田校２台）  ・プロジェクタ（仙台校２台 小牛田校２台） 

・教材投影 PC  ・Face Time 

５ おすすめポイント 
・昨年度までの交流学習は，美里町からスクールバスで児童が移動し，交流を行った。移動時間だけ

で，往復３時間が必要であったが，今年度は，オンラインのため移動時間をかける事無く，実施す

る事ができ時間的な余裕が生まれた。 

・一つの教材を仙台校と小牛田校で同時に投影する事で，手話等も活用した指示が明確になり，生徒

の理解につなげることができた。 

６ さらに工夫したいこと 
・従来の交流学習で大切となっている｢触れ合い｣を，オンラインでどのように置き換える事が出来る

のか検討を重ね実践していきたい。 

・他県の聴覚支援学校や県内の小学校（交流校及び居住地学習校）との交流を行いたい。 

・通常授業の中での活用（図工で製作した作品の紹介や音楽の発表）。 

 


